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すべての生物は、レドックス（酸化還元）反応に基づいて生きています。 

当研究室では、「超硫黄分子」と呼ばれるレドックス活性分子に着目して、生命現象

を理解することを目指しています。 

光合成生物を材料として、超硫黄分子がどのように細胞内で産生・検知・利用されてい

るのか、国内外の研究機関と連携してさまざまな解析手法を用いて研究しています。 

さまざまな疾病の新たな治療法開発や、農作物の生産力向上にむけた超硫黄分子のユニ

ークな活用方法の開発も見据えて研究を行っています。 
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